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後期が始まりました。前期の終業式では各学年の代表児童が、前期

の自分を振り返り、後期に向けてのめあてを堂々と発表してくれました。

代表者は、１年 柿原ゆうとさん、２年 牛島ここねさん、３年 神田はなえ

さん、４年青木けいいちろうさん、５年 川上せいしろうさん、６年 吉永せ

なさん でした。立派に発表できました。後期の始業式は一つの節目。そ

こで「３つのかえる」をやってみてくださいというお話をしました。３つのか

えるとは、「ふりかえる」「かんがえる」「きりかえる」です。まず、前期の自

分を振り返って、自分がやるべきことを考えます。そして、反省したら後期

に向けて気持ちを切り替えてがんばってほしいと思ったからです。後期のスタート時期は、ちょうど「実りの秋」でもあり

ます。１２月には３年生以上を対象に県学力調査が行われます。あと２ヶ月です。ぐ～んと学力を伸ばすよい機会です

ので、ぜひ、授業にそして家庭学習に真剣に取り組んでほしいと思います。 

スマホ教室実施 ４年生 １０月１２日 

人権擁護委員さんと NTT ドコモの協力により「携帯・スマホ教室」を開いてい

ただきました。スマートフォンが子どもたちの生活に大きく関わってきた現代で

す。便利だけれども、使い方を間違うと大きなトラブルに発展してしまう恐れもあ

ります。責任をもって、賢く使うためによい学びの機会となりました。 

消費者教室 ５・６年生 １０月１２日 

５・６年生を対象に消費者教育事業がありました。現在の１時間の労働賃金のこ

とや賢い消費者になるための基本的なことを実感として学べるように工夫して教え

て下さいました。現代はクレジットカードで簡単に物が買える時代です。だからこそお

金の使い方を正しく学ぶ必要があると改めて思いました。１円玉１０００個はどれくら

いの長さになるか、児童と背比べをする場面もありました。講師の先生方は５・６年

生の話の聞き方や学ぶ姿勢をほめておられました。ぜひ賢い消費者（大人）になっ

て、和水の未来を担ってもらいたいですね。 

高校生平和大使来校  １０月１８日 ６年生の平和学習 

１０月１８日、今年度平和大使として活動されている４名の高校生

が６年生に「平和学習」の授業をしてくれました。そのきっかけは数

年前、短い期間でしたが三加和中に在籍していた坂梨由佳さんが平

和大使となられ、「平和の種まきプロジェクト」の一つとして、小学生

に平和の尊さを直接伝えたいというお申し出があったからです。６年

生は、１０月２８日、２９日に修学旅行に出かけます。事前学習の一つとして大変有意義なものでした。次世代を

を担う高校生の皆さんが戦争の悲惨さ、平和の尊さを学び伝えていくことで戦争の記憶の風化を防ぎ、次の時代

にもつながっていくものと期待しています。立派な高校生の姿に感銘を受けた６年生でした。 

～夢に向かって知恵いっぱい、笑顔いっぱい、元気いっぱいに育つ三加和っ子～ 
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教育目標:「生きる力」を身につけ、なごみの未来を創る児童生徒の育成 

校長先生が話した「３かえる」↓ 

地域の方々に支えられて・・・ 
＜あいさつ運動実施＞ 
１０月も民生委員さんと学校運営協議会の委員さん方の挨拶運動が行われました。三加和小学校
のあいさつの目標は、「元気な声で、相手の目を見て、笑顔で、だれにでも、礼をしながら」です。生
活委員さんが呼びかけてくれていますので、随分と「相手を意識した挨拶」ができるようになってき
ています。しかし、やや個人差が気になるところです。挨拶はコミュニーケーションの基本。ご家庭
でも、お子さんの挨拶の様子をみて、誉めたり、励ましたりしていただければ嬉しいです。 
＜読み聞かせ実施 10 月１３日＞ 
後期も蕾の会の方々による読み聞かせが行われています。「楽しかったです。」と言って帰っ
ていかれる蕾の会の方々に感謝しつつ、今後も地域の方々との交流が安心してできるように
なることを願うばかりです。 
＜地域学校保健委員会実施１０月１４日＞ 
３年ぶりに地域学校保健委員会の総会及び研修会が開かれました。学校歯科医の加藤先
生・福田先生にも参加いただき、和水町の児童生徒の心身の健康状態について話し合いまし
た。また研修会では和水町ＩＣＴ支援員の大塚様に「こどもとＩＣＴの上手なつきあい方」と題して
講演いただきました。参加いただいた保護者のみなさん、どうもありがとうございました。 

挨拶運動の旗ができました（上の写真）と６年生への読み聞かせの様子（下の写真） 

消費者教室の様子↓ 

人権擁護委員の皆様↓ 

平和大使の高校生の皆さん↓ 



  


